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鰤
祠
翡
鞄

え

て

新
年
お
め
で
と
う
む
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
迎
え
る
心
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

世
代
に
よ

っ
て
異
な

っ
た
感
想
を
持

っ
て
い
る
に
し
て
も
、
と
も
に
新
し

い
生
命
の
伊
吹
を
感
じ
る
喜
び
は

一

つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

正
月
だ
け
が
め
で
た
い
の
で
は
な

く
、
心
が
改
ま

っ
た
と
き
、
そ
れ
は

い
つ
も
お
め
で
た
い
も
の
で
す
。

仏
教
に
お
い
て
は
、
「
日
々
こ
れ
好

日
」
で
あ
り
ま
す
。
年
に
お
い
て
、

月
に
お
い
て
、
日
に
お
い
て
切
れ
目

を
立
て
る
こ
と
は
、
心
を
改
め
る
何

よ
り
の
道
で
あ
り
ま
す
。

新
年
は
何
よ
り
も
心
を
洗
う
切
れ

「足
の
裏
」

尊
い
の
は
　
頭
で
な
く

足
の
裏
で
あ
る

一
生
人
に
知
ら
れ
ず
　
一

生
き
た
な
い
処
と
接
し
、

黙
々
と
し
て
　
そ
の
勤
め

を
果
た
し
て
ゆ
く

足
の
裏
が
教
え
る
も
の

し
ん
み
ん
よ

足
の
裏
的
な
仕
事
を
し

足
の
裏
的
人
間
に
な
れ

目
と
し
て
、
大
切
に

し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

現
代
日
本
の
代
表

的
仏
教
詩
人
で
あ
る

坂
村
真
民
さ
ん
の
詩

を
紹
↑
い
た
立
す

。

年
で
な
く

坂
村
真
民
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
目

立
た
な
い
、
も

っ
と
も
大
切
な
足
の

裏
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

「足
の
裏
的
仕
事
「
足
の
裏
的
な
人

間
」
に
喜
び
を
も
て
る
私
に
な
り
た

い
も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
こ
の

一
年
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
く
よ
う
念
じ
て
お

り
ま
す
。

(1)第 2号

難
灘
灘
人
雲
奥
轟
籠
蓉
寺
住
職

茂
口
隆
真

謹
ん
で
新
年
の
こ
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

旧
年
中
は
格
別
の
む
愛
顧
を
賜
り
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

楓
霊
苑
は
施
設
の
整

っ
た
美
し
い
霊
苑
と

皆
様
か
ら
大
変
な
評

判
を
得
て
お
り
ま

す
。お

陰
さ
ま
で
当
霊

苑
は
、
昨
年
末
現

在
、
約
５
２
０
世
帯
の
皆
様
が
お
申

し
込
み
を
さ
れ
、
お
墓
も
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

新
し
い
第
四
プ
ロ
ッ
ク
も
完
成
致

し
ま
し
た
。
こ
親
戚
の
方
、
お
知
り

合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
日
進
桜
楓
霊
苑

を
む
紹
介
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
と
存

じ
ま
す
。

さ
て
、
弊
社
は
、
今
年
５
月
で
１０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
日
進
桜

楓
霊
苑
を
は
じ
め
、
名
古
屋
平
和
公

園
内
に
３
カ
所
、
八
事
霊
園
内
１
カ

所
、
小
牧
１
カ
所
と
計
６
カ
所
の
霊

苑
を
分
譲
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

弊
社
は

「霊
苑
の
企
画
か
ら
開
発

ま
で
」
を

一
筋
に
、
よ
り
良
い
霊
苑

作
り
を
目
指
し
、
今
日
ま
で
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
皆

様
の
こ
支
援
と
厳
し
い
む
評
価
の
頂

い
て
き
た
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
良
い
清
々
し

い
霊
苑
作
り
を
目
標
に
、
な
お
い
っ

そ
う
の
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
旧
年
同

様
の
こ
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
々
様

の
む
多
幸
と
い
健
勝
を
心
よ
り
む
祈

念
い
た
し
ま
す
。

郡
灘
灘
糊
ガ
興
企
麟
＝
憮
驚
取
締
役

千
同
　
寛

日
進
桜
楓
霊
苑
は
平
成
８
年
に
開

苑
し
て
第

一
。
第
二

。
第
五
ブ
ロ
ッ

ク
に
続
き
、
昨
年
の
９
月
に
は
第
四

ブ
ロ
ッ
ク
の
造
成
工
事
を
完
成
し
、

分
譲
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

当
霊
苑
は
、
日
進
市
内
と
そ
の
周

辺
の
東
郷

。
三
好

。
豊
田
そ
し
て
名

古
屋
か
ら
は
名
東
区

・
天
白
区

・
千

種
区

・
北
区
の
皆
様
方
も
お
墓
を
建

立
さ
れ
、
お
参
り
に
こ
ら
れ
て
い
ま

す
。
数
あ
る
霊
苑
の
中
で
、
日
進
桜

手造り。オリジナル仏壇専 門店
イムえてヽヽ きましょう
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墓
石
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
ま
す
。
花
商
岩

（御
影
石
）
は
中

世
代

（約
２
億
年
～
６
千
年
前
）
に

か
け
て
出
来
た
と
推
定
さ
れ
る
深
成

石
で
す
。
そ
の
用
途
は
墓
石
や
外
柵

・
建
築
石
材
な
ど
の
用
途
に
最
も
多

く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
影
の
語

源
は
兵
庫
県
東
灘
区
御
影
地
区
に
算

出
さ
れ
た
花
商
岩
を
そ
の
地
域
の
名

称
に
ち
な
ん
で

「御
影
石
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

０
日
本
の
代
表
的
な
墓
石
用
石
材

①
滝
根
御
影
石
　
福
島
県
双
葉
郡
滝

根
地
区
か
ら
採
石
さ
れ
る
中
日
で

吸
収
率
も
少
な
く
、
多
少
黒
玉
が

出
る
石
で
も
あ
り
ま
す
。

②
深
山
ふ
ぶ
き
石
　
福
島
県
田
村
郡

船
引
町
か
ら
採
石
さ
れ
、
石
で
濃

い
グ
レ
ー
色
で
ふ
ぶ
き
を
連
想
さ

せ
る
模
様
の
独
特
の
風
合
い
が
あ

る
石
で
す
。

③
真
壁
御
影
石
　
茨
城
県
真
壁
地
区

で
採
石
さ
れ
る
石
で
歴
史
も
古

く
、
関
東
地
区
で
は
代
表
的
な
墓

石
用
石
材
で
す
。
光
沢
も
良
く
品

質
も
安
定
し
て
い
ま
す
。

④
牛
岩
青
石
　
岡
崎
市
箱
柳
町
な
ど

か
ら
砕
石
さ
れ
る
高
級
墓
石
用
石

材
で
す
。
灰
色
を
し
た
花
商
岩
で

「
三
州
み
か
げ
」
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

⑤
花
沢
石
　
東
加
茂
郡
下
山
村
花
沢

地
区
か
ら
採
掘
さ
れ
る
自
系
の
中

目
の
石
で
硬
質
で
む
ら
が
無
く
、

ツ
ヤ
に
優
れ
て
い
ま
す
。

⑥
庵
治
石
（あ
じ
い
し
）

香
川
県
木

田
郡
庵
治
町
築
か
ら
採
石
さ
れ
る

石
で
独
特
の
模
様
が
あ
り
、
風
合

い
の
あ
る
石
で
す
。
墓
石
用
材
と

し
て
は
価
格
的
に
も
国
内
で
は
最

高
級
の
銘
柄
の
石
で
す
。

⑦
大
島
石
　
愛
媛
県
伊
予
大
島
か
ら

採
石
さ
れ
る
青
み
を
帯
び
た
白
み

か
げ
で
細
粒
で
硬
く
、
ツ
ヤ
持
ち

も
良
く
変
色
の
少
な
い
石
で
す
。

特
に
関
西
地
区
で
は

「庵
沿
石
」

に
つ
い
で
銘
柄
石
と
し
て
人
気
が

あ
り
ま
す
。

③
天
山
み
か
げ
石
　
佐
賀
県
唐
津
市

か
ら
採
石
さ
れ
る
中
目
の
非
常
に

硬
く
、
青
み
の
濃
い
石
で
す
。

以
上
が
代
表
的
な
国
内
産
墓
石
関

連
石
材
で
す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
採

掘
量
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
産
出

さ
れ
て
い
る
石
材
も
あ
り
ま
す
。

②
外
国
産
墓
石
関
連
石
材
に
つ
い
て

外
国
か
ら
墓
石
用
石
材
と
し
て
本

格
的
に
輸
入
さ
れ
始
め
た
の
は
、
約

４０
年
前
か
ら
で
主
な
輸
入
国
は
韓

国
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
南
ア
フ
リ
カ
、

ア
メ
リ
カ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
で
し

た
。
約
２０
年
前
か
ら
は
中
国
か
ら
輸

入
さ
れ
る
石
が
多
く
な
り
、
そ
れ
ま

で
の
韓
国
か
ら
の
輸
入
は
価
格
的
に

も
競
争
力
が
な
く
、
僅
か
と
な
り
ま

し
た
。

今
や
国
内
で
建
立
さ
れ
る
墓
石
の

８０
～
９０
％
が
中
国
産
で
占
め
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
国
の
花
商

岩

（御
影
石
）
石
材
は
、
福
建
省
を

中
心
に
、
黒
龍
江
省
、
山
東
省
、
山

西
省
、
湖
北
省
な
ど
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
日
本
で
お
墓
を
建
立
す
る
石
材

の
多
く
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る

傾
向
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

①
仏
壇
の
前
に
正
座
し
て
、
洋
服
の

乱
れ
を
直
し
ま
す
。
両
手
は
下
腹

の
あ
た
り
で
組
み
、
背
筋
を
伸
ば

し
ま
す
。
そ
し
て
、
呼
吸
を
整
え
、

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
ま
す
。

②
気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
ら
、
ロ
ウ

ン
ク
立
て
に
ロ
ウ
ン
ク
を
立
て
、

火
を
つ
け
ま
す
。

③
次
に
線
香
に
火
を
つ
け
ま
す
。
こ

の
時
線
香
は
３
本
が
普
通
で
す
。

④
線
香
に
火
が
つ
い
た
こ
と
を
確
認

線
香
を
立
て
ま
す

線
香
を
香
炉
の
両
端
に
２
本
立

て
、
そ
の
後
に
念
じ
て
真
ん
中

に
立
て
ま
す
。
倒
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

合
掌
し
ま
す

両
手
の
ひ
ら
を
合
せ
、
左
手
に

念
珠
を
か
け
、
胸
の
前
で
合
掌

し
な
が
ら
、
頭
を
下
げ
ま
す
。

し
た
ら
、
炎
を
左
手
で
あ
お
い
で

消
し
ま
す
。

⑤
線
香
を
香
炉
に
立
て
ま
す
。

⑥
リ
ン
を
３
回
打
ち
ま
す
。
打

つ
位

置
は
左
側
で
、
パ
イ
を
軽
く
持

っ

て
打
ち
ま
す
。

⑦
両
手
の
ひ
ら
を
合
わ
せ
、
念
珠
を

左
手
に
か
け
、
鼻
の
前
で
合
掌
し

な
が
ら
頭
を
下
げ
ま
す
。
念
珠
は

親
指
と
人
差
し
指
の
間
に
か
け
ま

す
。

リ
ン
を
打
ち
ま
す

リ
ン
は
３
回
打
ち
ま
す
が
、
打

つ
位
置
は
左
側
で
す
。
バ
イ
を

軽
く
持
っ
て
打
ち
ま
す
。

念
珠
の
正
し
い
掛
け
方

念
珠
は
左
手
の
親
指
と
人
差
し

指
の
間
に
掛
け
ま
す
。
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名
古
屋
市

東
部
、
日
進

市
の
中
心
に
「
日
進
桜
楓
（
お
う
ふ

う
）
霊
苑
」
が
あ
り
ま
す
。
小
高
い
緑

の
丘
陵
に
建
つ
霊
苑
は
、
春
は
桜
、
秋

に
は
楓
が
舞
う
と
こ
ろ
か
ら
「
日
進

桜
楓
霊
苑
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
は
、
南
向
き
高
台
で
陽
光

に
あ
ふ
れ
、
個
人
と
と
も
に
鳥
の
さ

え
ず
り
や
花
々
を
眺
め
な
が
ら
、
穏

や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
む
せ
る
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。

お
寺
と
な
る
龍
谷
寺
は
、
開
創
５

０
０
年
を
迎
え
る
と
い
う
曹
洞
宗
の

名
刹
。
開
基
は
、
藤
原
則
武
と
伝
え

ら
れ
、
そ
の
後
三
州
篠
原
永
沢
寺
３

世
芯
月
宗
光
大
和
尚
が
三
州
の
城
主

・
渡
辺
守
綱
の
助
力
を
得
て
、
伽
藍

を
整
備
し
、
当
代
の
住
職
、
成
田
隆

真
で
３８
世
と
な
り
ま
す
。

当
寺
の
３６
世
は
、
曹
洞
宗
管
長
と

横
浜
市
鶴
見
に
あ
る
曹
洞
宗
大
本
山

総
持
寺
の
貫
主
を
務
め
ま
し
た
。

す
で
に
約
４
９
０
基
の
お
墓
が
建

立
さ
れ
、
南
面

一
列
タ
イ
プ
の
新
区

画

「第
四
ブ
ロ
ッ
ク
」
も
完
成
。
先

着
順
に
て
受
付
中
で
す
。
ぜ
ひ

一

度
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■価格表 (墓石・墓石込み・石碑8付 )※消費税が含讀れております。

中 椰
融 翻 影 石

鋼 麗 墾

A-5(墓 誌なし 0.90rパ  90XlooOm 1,190,000円
B… 8(墓誌なし 1.20ぶ 20X100cm 1.620,000円
C (墓 誌なし 1.44ぶ 20X120cm 2,020,000円
C-1(墓 誌なし 1.80市 20X150cm 2.430,000円
D (墓 誌付 ) 1.80rr 150X120cm 2,500,000円
D… 2(墓誌 付 ) 1.56耐 30X120cm 2.230,000円
F (墓 誌 付 ) 2.25rr 150X150om 3,010,000円

※塔婆立て・供物台はオプションです。

講
言

予

蒻)ヨ

お う

こ薇
3、 う

オ風壼え
塚場秀

内所
、 2器:脚舅 誦 輛 にD

画面0120・5454・31
容 05617・ 2日5454

花 の店
も え     ぎ

。お墓の供養花を承ります
。全国どこでも花キュー ピット

日進市香久山2-1004花の店 萌木
ユニー香久山店を南に50m

離 052‐807日0433



(4)

龍
谷
寺
は
、
今
か
ら
約
５
０
０
年

前
、
心
月
宋
光
大
和
尚
に
よ

っ
て
開

山
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
現
住
職
に

い
た
る
ま
で
３８
代
続
い
て
い
ま
す
。

宗
名
は
、
曹
洞
宗
（禅
宗
）
、
本
尊
は

「南
無
釈
迦
牟
尼
仏

（な
む
し
ゃ
か

む
に
ぶ
つ
と

で
す
。

釈
迦
牟
尼
と
は
釈
迦
族
の
聖
者
と

い
う
こ
と
で
す
。
お
釈
迦
様
の
名
前

も
そ
こ
か
ら
来
て
い
ま
す
。
仏
は
ブ

ッ
ダ
の
音
写
語
で
、
日
覚
め
た
人
、

真
理
を
悟

っ
た
人
の
意
で
す
。
釈
迦

牟
尼
佛
は
、
本
堂
の

一
番
奥
に
安
置

し
て
あ
り
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
今
か

ら
２
５
０
０
年
前
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

の
南
方
、
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
領
の
ル

ン
ビ
ニ
で
国
の
王
子
と
し
て
お
生
ま

れ
に
な
り
ま
し
た
。
王
子
と
し
て
何

不
自
由
の
な
い
生
活
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
生
活
を
捨
て
、

２９
歳

で
出
家
、
生
き
る
苦
し
み
を
乗
り
越

え
、
生
き
る
喜
び
と
な
る
法
を
求
め

て
、
修
行
の
旅
に
出
ら
れ
ま
し
た
。

数
々
の
試
練
を
乗
り
越
え
、

３５
歳
の

と
き
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
で

「悟
り
」
を

開
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
釈
迦
様
の
悟
り
は
イ

ン
ド
か
ら
中
国
、
そ
し
て
日
本
に
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
仏
教
で
は
、

お
釈
迦
様
か
ら
の

「法
」
を
今

も
皆
様
に
伝
え
、
心
の
安
定
と

生
き
る
喜
び
を
生
活
の
中
で
覚

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
願

っ
て
い
ま
す
。

隕
龍
谷
寺
年
間
予
定

餘

１
月
１２
日
（祝
）

大
般
若
祈
祷

大
般
若
経
の
虫
干
し
の
風
に
当
て

一

る
と
無
病
息
災
と
い
わ
れ
る
。
こ

一

の
日
は
、
大
根
と
結
び
昆
布
を
炊

一

き
、
お
せ
ち
料
理
の
疲
れ
を
と

一

り
、　
一
年
の
無
事
を
祈
り
ま
す
。　

一

２
月
１
日
（
日
）

大
環
正
應
得
道
芳

髄
大
和
尚
７
回
忌

法
要
３
日
寺

２
月
Ｈ
日
（祝
）

御
開
山
心
月
宗
光

大
和

尚

の
法

要

（法
規
寺
院
の
み

参
加
）

２
月
１５
日
（
日
）

（お
釈
迦
様
の
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
日
）
、
２
月
下
旬
か
ら
江
戸
時

代
の
涅
槃
像
を
開
帳
。

３
月
２０
日
（祝

・
土
）

春
分
の
日

春
の
彼
岸
供

養
会

４
月
３
日
（土
）
　

　

芳
桜
茶
会

４
月
１８
日
（日
）

５
月
１０
日
（月
）

８
月
１５
日
（日
）

９
月
２３
日
（木
）

（午
後
１
時
１
３
時
）

藤
島
弘
法
祭

降
誕
会

保
育
園
児
の
み
参
加

盆
供
養
会

秋
分
の
日

秋
の
彼
岸
供

養
会

●
龍
谷
寺
本
堂
　
０
茶
室

「心
月
庵
」

０
観
音
堂

０
十
二
支
及
七
福
善
神
堂
　
一二
十
三
観
音
堂

０
八
角
堂
　
０
龍
谷
観
音

０
山
門

（鐘
つ
き
堂
）

０
水
子
観
音

０
福
衆
観
音
　
⑩
福
岡
家
の
御
堂

０
知
恵
の
文
殊
菩
薩
　
⑫
戦
没
者
の
お
墓

⑬
庫
裏
　
０
旧
階
段
　
⑮
日
東
保
育
園
園
舎

__‐――γ  T

稚
児
行
列
醐
聡
灯
ら
せ

稚
児
行
列
は
、
日
東
保
育
園
の
創
立
５０
周

年
記
念
の
園
舎
落
成
を
祝
う
と
と
も
に
子
ど

も
の
成
長
を
祈
り
、
無
病
息
災
、
学
芸
成
就
、

心
身
堅
固
、
交
通
安
全
な
ど
を
祈
願
す
る
行

事
で
す
。

■
日
時

５
月
２３
日

（
日
）

雨
天
決
行

■
衣
装
渡
し
時
間
　
５
月
２２
日

午
後
２
時
～
６
時
ま
で

■
化
粧
時
間
　
　
　
５
月
２３
日

午
前
７
時
～
９
時
４０
分

■
行
列
集
合
　
　
　
午
前
９
時
４５
分

■
行
列
場
所
　
　
　
龍
谷
寺
山
門
前

■
衣
装
渡
し
場
所
　
龍
谷
寺
本
堂

■
行
列
出
発
時
間
　
午
前
１０
時

※
服
装
に
つ
い
て
　
金
襴
上
着
、
下
着
、
は

か
ま
を
お
貸
し
し
ま
す
が
、
履
物
、
足
袋

（靴

・
ソ
ッ
ク
ス
可
）
を
各
自
む
用
意
く

だ
さ
い
。
は
き
な
れ
た
靴
の
ほ
う
が
、
歩

き
や
す
く
安
全
で
す
。

■
参
加
費
　
６
、
０
０
０
円

（
金
襴
上
着
、
下
着
、
は
か
ま
、
お
供
物
、

御
守
が
つ
き
ま
す
）

■
申
し
込
み
締
め
切
り
　
４
月
３０
日

■
問
い
合
わ
せ
　
龍
谷
寺
、
日
東
保
育
園
、

日
東
保
育
園
創
立
５０
周
年
協
賛
会
実
行
委
員

会
８
０
５
６
１
１
７
２
１
０
０
１
２
、
８
０

５
６
１
１
７
２
１
０
４
５
９
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